
 ローゼス教会４期報告  
 

 以下に今期の会計係個人として考察させていただきます。 

まず、ローゼス教会は誰がリーダであるなどと言うことはなく、常にイエスが頭であり主であること

を第一とし、まだまだ幼い群れかもしれませんが主の御手の中での働きと信じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

国内部門は、主に西成あいりん地区での宣教と牧会の活動となりました。会計を見ますと、教会運

営費および交通費などがほぼ２倍になり、３期よりも集会活動が増えているのが判ります。その主な

要因は、大東牧師によって西成および京都での礼拝・弟子訓練を開催して下さっていることが大きい

でしょう。主の不思議な出会いとご計画に感謝いたします。また昨年末のクリスマスに多量のトラク

トや贈り物を活用した伝道活動もありました。また今期は初めての東京ミッションへも多人数で参加

することも出来ました。この経験はまだ目に見える形にまでは育っていないかもしれませんが良い贈

り物を主から頂いていると信じています。また外部献金額が増加しているのはサポート対象の方との

親密さが増したのではないかと思う半面、その支援が主の働きからすれば無駄になってしまっている

のではないかと個人的に若干感じる反省点もあります。その方が本当に主の憐れみと恵みに触れるよ

う祈ってゆきたいと思います。図書費が増えていますのは学びの資料購入のためです。まだそれらの

反映が遅れているかもしれませんが、今後それらが活かされて信徒の皆さまや私達の生長に繋がれば

良いと思います。そして、本会計に計上されていない（交通費、駐車料金、衣類、毛布、おにぎり、

パン、お菓子など）現物献金がかなりあったことは神がご存知です。これらを含め幾重にも主の大き

な恵みの宝が捧げられたすべの方の上に積み上げられますように信じて祈ります。 

 

そして、今期の大きな変化は”仕える者たち”が増えていることかと思います。すなわち、西成に重荷

を負っておられる方々との繋がりが主の計らいで増強されて来ているように感じます。なお、毎回集

まれる現地の信徒さんの人数は減少しているように思いますが、それはそれぞれ個々の成長段階にお

ける、だれでも通る生長の道を歩いておられるのだろうと思います。また集会の日を日曜と水曜から、

水曜のみに変更になったことは、良かったのかどうかまだ解りません。その他反省点も多々あります

が４期もローゼス教会の働きを通して多くの恵みを主より受けたと信じます。  

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 海外部門の働きはウガンダのエスタ・タカが率いる TINE ミニストリーでの孤児たちへの支援やス

ラム街での食事配布をともなう宣教活動です。３期に比較して大幅に増額しているのが判ります。そ

の主なことは３つ目になる孤児院建設のための支援金です。現地会計はすでにエクセル表の形で送ら

れて来ておりその精査をしている最中です。追って、前期と同様、説明とともに開示する予定です。

また国内においてその他の費用として 10 万ほど増加していますのは、主にエスタの書籍の増版をし

たことによります。エスタの上にある主のご計画が成就されますように祈り求めます。 

 

最後まで乱文をお読み下さりありがとうございました。 

2022 年 12 月 5 日 第４期会計係り：藤重 悟 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 


